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11月

は市役所、 は保健福祉ふれあいセンター、 は山県市商工会館、 は伊自良老人福祉センター、
は美山支所、 は美山構造改善センター、 は美山中央公民館、 は梅原公民館、

は桜尾公民館、 は西武芸公民館西桜

梅美中美構美支

伊商保市

日 月 火 水 木 金 土

はみがきけんし
ん 受付13：
00～14：00
乳がん検診 受
付13：00～13：
30

梅

美構

乳がん検診
受付 1 3：0 0 ～
13：30

美構

離乳食（前期）
教室 受付10：
30～13：00
子宮がん検診
受付 1 3：1 5 ～
14：00

西

保

乳がん検診 受
付13：00～13：
30

伊

はみがきけんし
ん 受付13：00
～14：00
すこやか相談
（要予約：健康
課　22・6839）

保

BCG予防接種
受付13：15～

14：00
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

伊

人権擁護相談
1 3：0 0 ～

15：00
子宮がん検診

受付13：15
～14：00
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

美構

美支

骨粗しょう症検
診 受付9：30
～10：00、 受
付13：00～13：
30
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

保
保

心の相談 受付
13：30～15：00
（要予約：社会
福祉課　2 2 ・
6837）
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

伊

子宮がん検診
受付 1 3：1 5 ～
14：00
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

梅

文化の日
休日診療：鳥澤
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（山県
市大森　3 6 ・
2311）

3歳児健診 受
付13：00～13：
15
1 歳 6 か月児健
診 受付13：30
～13：45
美

美

3歳児健診 受
付13：00～13：
15
1 歳 6 か月児健
診 受付13：30
～13：45
10 ・ 11か月児
健診 受付14：
00～14：15
3 ・ 4 か月児健
診 受付14：00
～14：15
伊

伊

伊

伊

10 ・ 11か月児
健診 受付13：
00～13：15
3 ・ 4 か月児健
診 受付13：30
～13：45
社会保険相談
10：00～15：00

商

美

美

3歳児健診 受
付13：00～14：
00

保

ツベルクリン予
防接種 受付
13：15～14：00
骨粗しょう症検
診 受付9：
30～10：00、
受付 1 3：0 0 ～
13：30

西
美構

伊

弁護士相談
（会場：3階304
会 議室）受付
13：00～14：30
乳幼児相談
10：00～11：00
社会保険相談

1 0：0 0 ～
15：00
美中

保

市

行政相談
13：00～15：00
すこやか相談
（要予約：健康
課　22・6839）
骨粗しょう症検
診 受付9：30
～10：00、 受
付13：00～13：
30

桜
伊

美支

勤労感謝の日
休日診療：永田
医院　9：00～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市福富天神前
058・229・2101）

骨粗しょう症検
診 受付9：30
～10：00、 受
付13：00～13：
30

保
保

子宮がん検診
受付 1 3：1 5 ～
14：00

保

はみがきけんし
ん 受付13：00
～14：00
保

乳がん検診 受
付13：00～13：
30

西

休日診療：後藤
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00～
19：00（岐阜市三
輪　058・229・
1031）
前 立 腺がん検
診 9：0 0 ～
11：30、13：00～
15：00
肝炎ウイルス検
診 1 3：0 0 ～
15：00
保

保

休日診療：松井
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市石原　058・
229・5655）

休日診療：大前
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市太郎丸新屋敷
058 ・ 229 ・

3131）

休日診療：石田
内科　9：00 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市福富出口
058・229・5530）

1日 2日 3日 4日 5日 6日

8日7日 9日 10日 11日 12日 13日

15日14日 16日 17日 18日 19日 20日

22日21日 23日 24日 25日 26日 27日

29日28日 30日 1日 2日 3日 4日

12月
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い
じ
め
や
非
行
、
少
年
犯
罪
な
ど
子

ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深

刻
化
す
る
な
か
、「
最
近
の
子
ど
も
は
変

わ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
よ
く

い
わ
れ
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
、
子
ど
も
は
変
わ
っ
た

の
か
。
そ
れ
に
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
社
会
全
体
の
変
化
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。

い
ま
、
日
本
の
社
会
は
、「
少
子
高

齢
化
」
と
い
う
人
口
構
造
の
急
激
な
変

化
の
も
と
、
情
報
化
や
国
際
化
、
消
費

社
会
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社

会
の
変
化
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地

域
、
情
報
・
消
費
の
場
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
す
る
生
活
環
境
に
も
、さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
、

少
子
化
で
兄
弟
姉
妹
や
同
世
代
の
子
ど

も
が
少
な
い
た
め
、
子
ど
も
同
士
が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
た
り
、
年
下
の
子
の
面
倒
を

み
た
り
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

の
普
及
は
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
一
方
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
な
ど
の
新
た
な
問
題
を
生
じ

さ
せ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
の
あ
り
方

も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
核
家

族
化
や
都
市
化
が
進
ん
だ
今
日
で
は
、

家
族
間
や
地
域
で
の
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の

低
下
、
親
に
よ
る
児
童
虐
待
な
ど
の
問

十
一
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
で
す
。
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に
育
ち
、
豊
か
な
人
間
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
地

域
や
職
場
な
ど
社
会
全
体
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
を
機
会
に
、
子
ど
も
の

成
長
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
最
近
の
子
ど
も
は
変
わ
っ
た
？

◆
子
ど
も
が
育
つ
環
境
は

大
人
が
つ
く
る
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題
も
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
、
自
分
が
生
ま
れ

育
つ
環
境
は
、
情
緒
や
知
恵
を
は
ぐ
く

み
、
人
格
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
、

非
常
に
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
家
庭
や

学
校
、
地
域
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く

す
べ
て
の
大
人
に
は
、
子
ど
も
が
健
全

に
成
長
し
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。

山
県
市
も
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

図
る
た
め
に
、
各
小
学
校
区
ご
と
に
育

成
活
動
（
体
験
活
動
）
を
展
開
し
た

り
、
各
中
学
校
区
ご
と
に
地
域
の
子
ど

も
を
見
届
け
る
活
動
（
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
）
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
家
庭
や
学
校
、
地
域
、
企
業
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
青
少
年

健
全
育
成
の
た
め
の
働
き
か
け
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
時
代
に
、
自
然
体
験
や
職
場

体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
す
る
こ
と
は
、

自
然
や
社
会
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
た

り
、
多
様
な
人
々
と
の
交
流
を
深
め
た

り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
の
糧
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
経
験

の
な
か
で
、
子
ど
も
は
、
他
者
を
理
解

し
、
他
者
に
働
き
か
け
た
り
、
自
分
の

目
的
意
識
や
意
欲
を
も
っ
て
自
発
的
に

活
動
し
た
り
す
る
な
ど
の
能
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
体
験
活
動
は
子
ど
も

の
社
会
的
自
立
を
促
進
す
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
体
験
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
、

学
校
と
地
域
の
大
人
や
企
業
な
ど
が
連

携
・
協
力
し
、
職
業
体
験
や
自
然
体

験
、
社
会
奉
仕
体
験
活
動
な
ど
、
体
験

活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
時
期
の
健
や
か
な
成
長

は
、
乳
・
幼
児
期
に
お
け
る
温
か
い
家

庭
教
育
が
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
核
家
族
化
・
都
市
化
が

進
み
、
子
育
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、
子

育
て
が
し
に
く
い
環
境
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
は
確
か
で
す
。
児
童
虐
待
や
心
の

教
育
が
叫
ば
れ
る
時
代
の
背
景
に
は
、

こ
う
し
た
今
日
の
子
育
て
環
境
が
要
因

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
県
市
で
は
、「
ゆ
と
り
を
も
っ
て
」

「
愛
情
を
込
め
て
」
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と
家
庭
教

育
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
と
保
護
者
の
学
び
の
場
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
、
地
域
の

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
先
輩
マ
マ
が

よ
き
相
談
相
手
に
な
っ
た
り
子
育
て
家

族
が
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
を
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
者
は
安
心

し
て
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く

た
め
に
は
、
子
育
て
の
先
輩
も
含
め
た

地
域
の
支
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
一
日
（日）

午
後
一
時
〜

▼
会
場

美
山
中
央
公
民
館

【
活
動
事
例
発
表
】

伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ

子
ど
も
た
ち

（
伊
自
良
十
六
拍
子
保
存
会

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

【
講
　
演
】

・
講
師

落
語
家
　
桂
　
枝
女
太

し

め

た

さ
ん

一
九
五
八
年
大
阪
府
生
ま

れ
。
職
業
が
ら
言
葉
の
持
つ
怖

さ
を
痛
感
し
、悪
気
の
な
い
ひ
と

言
が
い
か
に
人
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
か
な
ど
を
実
体
験
を
交
え

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
主
催

山
県
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

◆
子
育
て
家
庭
を地

域
で
支
え
る

◆
社
会
的
自
立
を

促
す
体
験
活
動
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今
回
の
受
賞
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

受
賞
し
た
こ
と
は
喜
び
で
も
あ
り
、
ま

た
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
読
ん
だ
も
の
に
、
今
の
子
ど

も
た
ち
が
何
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
を

大
人
た
ち
が
見
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

私
は
こ
れ
は
少
し
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
視
点
を
変
え
て
考
え
て

み
る
と
、
こ
れ
だ
け
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
不

健
全
な
物
も
た
く
さ
ん
あ
る
状
況
で
は
、

逆
に
大
人
は
不
必
要
な
モ
ノ
を
取
り
除

い
て
い
く
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
の
は
子
ど
も

の
心
の
醸
成
で
す
。
子
ど
も
の
心
の
中

に
大
人
も
入
っ
て
い
っ
て
、
日
本
の
文

化
や
自
然
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
近
所
に
お
じ
い

さ
ん
が
い
ま
し
て
、
そ
の
人
は
私
の
話

を
何
で
も
聞
い
て
く
れ
て
、
時
々
し
か

っ
て
も
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
の
こ
と

は
い
ま
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
大
人
が
い
ま
子
ど
も
に
は
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
い
人

生
の
中
で
も
、
心
に
残
る
信
頼
で
き
る

人
に
会
え
る
の
は
誰
で
も
一
人
か
二
人

ぐ
ら
い
で
す
。
私
に
十
六
拍
子
を
教
え

て
く
れ
た
人
も
大
切
な
恩
人
で
す
。
十

六
拍
子
は
伝
統
的
で
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
お
も
し
ろ
く
な
い
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら
が
ち
ゃ
ん
と
説
明

し
て
や
れ
ば
、
み
ん
な
分
か
っ
て
、
バ

チ
を
持
て
ば
し
っ
か
り
や
り
ま
す
。

子
ど
も
の
心
に
残
る
よ
う
な
大
人
に

な
る
、
自
分
で
そ
う
い
う
大
人
に
な
る

よ
う
常
に
心
が
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の

目
線
で
教
え
た
り
、
教
わ
っ
た
り
し
な

が
ら
、
大
人
た
ち
が
子
ど
も
に
心
を
開

く
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
で
行
う
様
々
な
活
動
を

支
え
、
そ
の
実
績
が
地
域
の
方
々
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
「
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援

賞
」
の
贈
呈
式
が
、
九
月
二
十
七
日
、

岐
阜
市
の
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

山
県
市
内
か
ら
は
個
人
の
部
で
上
野

政
幸
さ
ん
（
藤
倉
）
を
は
じ
め
五
名
の

方
が
、
団
体
の
部
で
大
桑
少
年
野
球
な

ど
四
つ
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

〈
個
人
の
部
〉

上
野
政
幸
（
伊
自
良
南
小
学
校
十
六
拍
子
ク
ラ
ブ
講
師
）

松
久
典
弘
（
山
県
市
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
）

村
瀬
久
二
（
高
富
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
）

林
　
勝
之
（
高
富
少
年
少
女
合
唱
団
指
導
者
）

村
瀬
雄
三
（
山
県
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
顧
問
）

〈
団
体
の
部
〉

十
六
拍
子
保
存
会
（
野
村
豊
司
会
長
）

大
桑
少
年
野
球
（
玉
井
敏
市
監
督
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
話
し
ピ
ー
チ
ク
（
江
尾
康
子
代
表
）

原
太
鼓
踊
り
保
存
会
（
堀
　
忠
康
会
長
）

市
内
で
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
、
五
名
の
方
と
四

つ
の
団
体
が
「
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援
賞
」
を
受
賞

岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

上
野
政
幸
さ
ん

伊
自
良
南
小
学
校
十
六
拍
子

ク
ラ
ブ
講
師



6広報やまがた 2004.11



7 広報やまがた 2004.11



8広報やまがた 2004.11

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

山
県
市
総
合
体
育
館
で
九
月

二
十
九
日
、
平
成
十
六
年
度
山

県
市
敬
老
会
を
行
い
、
集
ま
っ

た
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

約
千
二
百
人
の
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

今
年
度
は
初
め
て
市
域
全
体

で
開
催
し
、
市
域
全
体
で
の
七

十
五
歳
以
上
の
老
人
は
三
千
二

百
三
十
五
人
で
最
高
齢
者
は
百

一
歳
の
　
橋
虎
一
さ
ん
（
小

倉
）。
五
人
の
方
が
百
歳
を
超

え
て
い
ま
す
（
九
月
十
五
日
現

在
）。式典

で
は
、
市
長
を
は
じ
め

来
賓
の
お
祝
い
の
言
葉
や
、
白

寿
（
九
十
九
歳
）、
米
寿
（
八

十
八
歳
）、
喜
寿
（
七
十
七
歳
）

を
迎
え
た
方
に
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
ま
た
、
山
県
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
川
島

正
一
さ
ん
が
「
健
康
管
理
に
努

め
、
自
ら
の
経
験
と
持
て
る
能

力
を
少
し
で
も
社
会
の
た
め
に

役
立
て
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に

は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク
、

漫
才
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
、
会
場
は
お
年
寄
り
の

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

九
月
十
六
日
、
高
富
小
学
校

二
年
生
児
童
六
十
五
人
が
東
深

瀬
に
あ
る
名
鉄
バ
ス
整
備
工
場

を
見
学
し
、
バ
ス
の
運
転
手
さ

ん
か
ら
乗
り
方
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

高
小
二
年
生
は
十
月
に
岐
阜

公
園
に
社
会
見
学
で
出
か
け
る

予
定
で
、
そ
の
際
に
定
期
バ
ス

を
使
う
た
め
、
そ
の
事
前
学
習

と
し
て
バ
ス
の
乗
り
方
な
ど
を

運
転
手
さ
ん
に
説
明
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

伊
自
良
湖
の
冬
の
風
物
詩
「
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
」
が
十
月
十
日
、
解
禁
と

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
八
日
、
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
愛
好
家
四
人
が
朝
七
時
か
ら
試

し
釣
り
を
行
い
、
約
七
時
間
で
合
計

五
百
七
十
匹
も
の
ワ
カ
サ
ギ
を
釣
り

上
げ
ま
し
た
。
大
き
さ
は
約
七
〜
九

の
二
年
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
こ
の

時
期
と
し
て
は
大
漁
。「
本
格
的
な

シ
ー
ズ
ン
は
初
霜
が
降
り
る
こ
ろ
か

ら
。
今
年
は
本
当
に
好
調
で
す
」
と

ニ
ュ
ー
い
じ
ら
湖
荘
の
管
理
人
藤
田

力
弥
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

バ
ス
の
乗
り
方

教
わ
っ
た
よ

元気に白寿を迎えられた藤田よねさんが、一言お礼を述べられました

セ
ン
チ
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い
ら
な
く
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
形
を
作
り
、

内
部
に
水
と
空
気
で
圧
力
を
加

え
て
飛
ば
す
と
い
う
も
の
。
近

く
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
た
競
技

会
で
は
、
乾
小
六
年
の
長
屋
敬

大
く
ん
が
作
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
が

飛
距
離
八
十
五
　
を
記
録
。
長

屋
く
ん
ほ
か
八
十
　
を
超
え
た

四
名
に
は
主
催
者
か
ら
記
念
の

金
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
三
日
、
美
山

中
央
公
民
館
で
乾
・

富
波
・
西
武
芸
の
各

公
民
館
合
同
主
催
に

よ
る
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
大
会
が

開
催
さ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
約
八
十
名
の

皆
さ
ん
が
工
作
と
出

来
あ
が
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
を
使
っ
て
の
飛
行

競
技
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

十
月
四
日
、
高
富
小
の
五
年

生
七
十
二
名
は
、
六
月
に
田
植

え
を
し
た
学
校
北
の
約
六
ア
ー

ル
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

作
業
は
子
ど
も
た
ち
が
米
作

り
を
体
験
す
る
こ
と
を
重
視
し

て
、
刈
り
取
り
は
鎌
、
乾
燥
も

束
に
し
て
は
さ
か
け
す
る
と
い

う
昔
な
が
ら
の
方
法
で
行
わ

れ
、
す
べ
て
が
終
了
す
る
ま
で
、

ほ
ぼ
午
前
中
い
っ
ぱ
い
か
か
り

ま
し
た
。

こ
の
日
は
児
童
の
祖
父
母
の

方
五
名
も
お
手
伝
い
と
し
て
参

加
さ
れ
、
自
分
の
お
じ
い
さ
ん

と
一
緒
に
作
業
を
し
た
杉
山
朱

音
さ
ん
は
「
最
初
は
汚
れ
た
り

す
る
の
が
嫌
だ
っ
た
け
ど
、
鎌

の
使
い
方
が
分
か
っ
て
慣
れ
て

き
た
ら
楽
し
く
な
っ
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
稲
は
こ
の
後
、

足
踏
み
脱
穀
機
な
ど
昔
の
道
具

を
使
っ
て
お
米
に
し
、
全
校
児

童
の
給
食
に
使
っ
た
り
、
保
護

者
へ
販
売
し
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
ゴ
ミ
分
別
収
集
用

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

袋
十
五
袋
と
資
源
回
収
コ
ン
テ

ナ
六
十
台
が
、
中
京
コ
カ
・
コ

ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
（株）
よ
り
山
県

市
に
寄
贈
さ
れ
、
十
月
十
三
日

に
同
社
の
鳩
山
滋
取
締

役
社
長
か
ら
平
野
市
長

に
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。同

社
は
環
境
美
化
活

動
の
一
つ
と
し
て
、
毎

年
東
海
三
県
の
中
か
ら

数
市
町
村
を
選
定
し

て
、
環
境
保
全
機
材
を

こ
の
ほ
ど
、
高
木
の
岡
田
小

夜
子
さ
ん
（
写
真
上
）
と
西
深

瀬
の
志
比
綾
子
さ
ん
が
長
年
に

わ
た
り
家
族
を
在
宅
で
介
護
を

行
っ
た
こ
と
で
県
知
事
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

寄
贈
し
て
お
り
、
今
年
県
内
で

は
山
県
市
な
ど
五
つ
の
市
町
村

が
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

市
長
は
「
大
変
貴
重
な
も
の

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

長年の介護に感謝状 ゴ
ミ
分
別
収
集
用
の
機

材
を
い
た
だ
き
ま
し
た

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

意外に、よく飛びます

鳩山社長（左）から目録を受け取る市長

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル



「
り
・
ふ
れ
っ
旬
や
ま
が
た

ツ
ア
ー
」
の
第
5
弾
「
今
が

旬
！
栗
拾
い
体
験
ツ
ア
ー
」
を
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は
大
喜
び
で
し
た
。
岐
阜
市
か

ら
参
加
し
た
六
十
歳
代
の
女
性

は
「
こ
ん
な
立
派
な
栗
を
拾
っ

た
の
は
初
め
て
で
す
。
山
県
市

は
緑
豊
か
で
心
が
な
ご
み
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

九
月
十
八
日
に
行
い
、
市
内
外

の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
二
十

四
人
が
栗
拾
い
や
秋
の
味
覚
を

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
利
平
栗

発
祥
の
地
で
あ
る
大
桑
で
栗
拾

い
を
行

い
、
昼
食

は
旬
の
食

材
を
使
っ

た
料
理
を

満
喫
。
ま

た
、
栗
を

使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
な

お
菓
子
作

り
な
ど
も

あ
り
、
女

性
参
加
者

市
内
四
つ
の
乳
幼
児
学
級
合

同
に
よ
る
「
ち
び
っ
子
大
運
動

会
」
が
、
十
月
六
日
に
市
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
、
市
内
の
乳

幼
児
と
そ
の
お
母
さ
ん
た
ち
約

三
百
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
子
育
て
マ
マ
さ
ん
同

士
の
交
流
と
共
に
、
こ

の
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
、
市
内
で
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
も
顔
見
知
り

に
な
っ
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
、
参

加
者
は
フ
ー
プ
く
ぐ
り

競
争
や
追
い
か
け
玉
入

れ
な
ど
を
親
子
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
た
。

双
子
の
お
子
さ
ん
と
参
加
さ

れ
た
岩
佐
の
花
村
淳
子
さ
ん
は

「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
え
、

子
ど
も
も
楽
し
そ
う
で
、
親
も

楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ

ん
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
い
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

秋
の
旬
を楽

し
み
ま
し
た

季
節
を
感
じ
る花

づ
く
り

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

園
芸
会
社
社
長
の
安
藤
正
彦
さ

ん
を
講
師
に
招
き
ガ
ー
デ
ン
シ

ク
ラ
メ
ン
や
ビ
オ
ラ
、
ツ
ル
ニ

チ
ニ
チ
ソ
ウ
な
ど
九
種
類
の
草

花
を
使
い
ラ
ブ
リ
ー
バ
ス
ケ
ッ

ト
と
い
う
鎖
の
つ
い
た
器
に
寄

せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
草
花
の
配
置
や
植
え
方
を

講
師
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら

手
際
よ
く
季
節
感
漂
う
寄
せ
植

え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く

十
月
十
三
日
、
山
県
市
「
花

の
都
ぎ
ふ
」
運
動
推
進
協
議
会

が
花
づ
く
り
講
習
会
を
高
富
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
こ

の
日
の
講
習
会
に
は
市
内
か
ら

主
婦
を
中
心
に
約
三
十
人
が
参

加
。
秋
か
ら
冬
に
軒
下
を
飾
る

「
ハ
ン
ギ
ン
グ
」
が
テ
ー
マ
で
、

り
・
ふ
れ
っ
旬
や
ま
が
た
ツ
ア
ー
第
7
弾

「
早
起
き
は
、
お
得
ツ
ア
ー
」

▼
日
に
ち

十
一
月
二
十
一
日
（日）

▼
内
容

伊
自
良
朝
市
、
干
し
柿
づ
く
り
、
伊
自
良
湖

紅
葉
散
策

▼
参
加
費
用

一
人
　
二
千
五
百
円（
体
験
料
・
昼
食
代
含
）

▼
募
集
人
数

二
十
四
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記
へ
十
一
月

十
五
日
（月）
必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
産
業
振
興
課
　
　
22
・
6
8
3
0

〒
5
0
1
―
2
1
9
2

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
―
一
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回

答

者

の

性

別

と

年

齢

性
　
別�

年
　
齢�

男性�
51.1％�

女性�
45.9％�

無回答  3.0％�

0 20 40 60 80 100
（％）�

20歳代�
2.0％�

0～10歳代�
37.7％�

60歳代以上�
28.8％�

50歳代�
13.3％�

40歳代�
10.4％�

30歳代�
6.6％�

無回答�
1.4％�



「
歩
行
者
・
自
転
車
を
優
先
す
る
道
路
整
備
」
に
賛
成
す
る
方
が
約
七
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。

12広報やまがた 2004.11

0 100 200 300 400 500mm 1km

400点 11501 点0 50505 点点点

危

険

と

感

じ

る

場

所

重
点
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
整
備
内
容

歩
行
者
・
自
転
車
を
優
先
す
る
道
路
整
備
に
対
す
る
賛
否

【集計方法】

危険と感じる場所については、非常に危険・危険・多少危険と3段階で回答し
ていただきき、非常に危険：3点、危険：2点、多少危険：1点として、危険度
を点数化しました。

◆丸が大きい場所は、「危険と感じる」という回答が多かった所となります。

歩
道
の
拡
幅
、
新
設
を
す
る�

見
通
し
の
悪
い
場
所
を
改
善
す
る�

車
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る�

横
断
歩
道
、
信
号
機
を
整
備
す
る�

路
上
駐
車
を
な
く
す�

標
識
や
表
示
を
明
示
す
る�

車
の
交
通
量
を
少
な
く
す
る�

交
通
規
制
を
新
設
、
変
更
す
る�

歩
道
と
車
道
の
境
に
あ
る
段
差
を
な
く
す�

そ
の
他�

無
回
答�

0

20

40

60

80
（％）�

62.8

52.9

25.525.2

12.29.99.5
6.37.8

22.3
16.316.316.3

「
歩
道
の
拡

幅
・
新
設
」
を

望
ま
れ
る
方
が

約
六
割
、「
見

通
し
の
悪
い
場

所
の
改
善
」
を

望
ま
れ
る
方
が

約
五
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

0

20

40

60

80

100
（％）�

賛成する�
71.8％�

反対する�
1.5％�

どちらとも�
いえない�
17.2％�

無回答�
9.5％�
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九
月
二
十
六
日
に
、
高
富
小
学
校

区
内
の
道
路
を
安
全
で
快
適
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
く
「
高
富
地
区
に
お
け

る
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
協
議
会
」

を
設
立
し
、
第
一
回
目
の
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

協
議
会
に
は
、
学
識
経
験
者
、
高

富
地
区
内
と
そ
の
周
辺
の
自
治
会
代

表
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
表

者
、
子
供
会
育
成
協
議
会
代
表
者
、

交
通
安
全
協
会
代
表
者
、
高
富
小
学

校
・
中
学
校
代
表
の
生
徒
と
職
員
・

P
T
A
代
表
者
、
高
富
保
育
園
園
児

保
護
者
と
職
員
、
旅
客
運
送
関
係
の

方
、
行
政
関
係
者
の
総
勢
四
十
七
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
立
会

人
）
と
し
て
、
岐
阜
国
道
事
務
所
、

岐
阜
県
、
岐
阜
県
警
察
本
部
の
職
員

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
の
目
的
と
し
て

は
、
地
区
内
の
道
路
や
事
故
の
状

況
、
協
議
会
前
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
交
通
量
調
査
の
結
果
か

ら
見
え
て
く
る
地
区
内
の
危
険
か
所

や
区
間
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
と

同
時
に
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
し
た
。

協
議
会
事
務
局
の
説
明
で
は
、
小

学
校
周
辺
の
道
路
、
天
王
通
り
、
主

要
地
方
道
関
本
巣
線
、
旧
国
道
2
5

6
号
な
ど
が
地
区
内
の
危
険
か
所
や

区
間
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
会
事
務
局
の
説
明
後
、
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
協
議
会
事

務
局
が
説
明
し
た
地
区
内
の
危
険
か

所
や
区
間
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
危

険
な
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
後
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
協
議
会
で
は
、
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
を
も
と
に
、
地
区
内

の
道
路
の
課
題
を
整
理
し
て
対
応
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
道
路
と
し
て
の
整

備
計
画
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。

交
通
安
全
総
点
検
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
み
ん
な
の
協
力
で
安

全
、
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
一
日
（日）

午
後
一
時
〜

▼
点
検
場
所

高
富
小
学
校
周
辺
通
学
路

▼
内
容

違
法
駐
輪
に
つ
い
て
検
証
、
視
界

を
妨
げ
る
看
板
に
つ
い
て
な
ど

▼
集
合
場
所

山
県
市
役
所
一
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
建
設
課

22
・
6
8
3
2

協議会参加者への委嘱状の授与

各グループでの話し合い

地
区
内
の
危
険
か
所
・

区
間
は
ど
こ
だ
ろ
う
？

住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

交
通
安
全
総
点
検
実
施
し
ま
す
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■ 問い合わせ先　　山県市役所　健康課　　22・6839

広
報
や
ま
が
た
六
月
号
の
『
健
康

ひ
ろ
ば
』
で
は
、
糖
尿
病
の
入
門
編

に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
に
は
食
べ
過
ぎ
は
大
敵
！

な
ん
て
い
う
こ
と
は
も
う
聞
き
飽
き

た
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

わ
か
っ
て
は
い
る
け
ど
や
め
ら
れ

な
い
の
が
普
通
の
ヒ
ト
だ
と
思
い
ま

す
。で

も
体
重
が
増
え
た
、
血
糖
値
が

上
が
っ
た
な
ど
、
体
に
起
こ
っ
て
い

る
変
化
は
事
実
な
の
で
す
。

ま
ず
は
自
分
の
体
の
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
正
面
か
ら
向

き
合
う
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
す
（
そ

れ
が
健
診
に
あ
た
り
ま
す
）。

そ
の
う
え
で
普
段
の
生
活
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
る
と
…
…

「
今
年
は
暑
か
っ
た
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

ビ
ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
た
か
な
ぁ
〜
」

「
近
所
の
奥
さ
ん
と
モ
ー
ニ
ン
グ
に
行

く
よ
う
に
な
っ
た
け
ど
、
こ
れ
っ
て

一
日
四
食
？
」

「
だ
っ
て
お
か
ず
残
し
ち
ゃ
、
も
っ
た

い
な
い
じ
ゃ
な
い
」

「
寝
る
前
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
ま
ず

か
っ
た
か
な
ぁ
…
…
」

な
ど
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
つ
ぶ
や
き

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

や
っ
ぱ
り
自
分
の
こ
と
は
自
分
が

一
番
よ
く
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。

で
は
次
に
手
始
め
に
ど
ん
な
こ
と

な
ら
で
き
そ
う
か
な
ぁ
と
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

つ
ぶ
や
き
は
千
差
万
別
で
す
の
で
、

こ
れ
な
ら
で
き
る
と
思
う
こ
と
も
人

そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
は
当

然
で
す
。

で
き
る
だ
け
ス
タ
ー
ト
は
易
し
い

こ
と
、
簡
単
な
こ
と
の
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
例
を
挙
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
編
】

☆
早
食
い
で
、
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
う
。

→
食
事
に
は
最
低
二
十
分
は
時
間

を
か
け
て
食
べ
る
。

☆
つ
い
つ
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
て

し
ま
う
。

→

一
日
一
本
の
み
冷
蔵
庫
に
冷
や

し
て
お
く
。

☆
毎
日
、
午
前
午
後
の
二
回
が
、
お

や
つ
の
時
間
。

→

午
後
は
飲
み
物
だ
け
に
す
る
。

☆
普
段
の
飲
み
物
は
ジ
ュ
ー
ス
（
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
）
が
多
い
。

→

一
日
一
杯
に
し
て
、
あ
と
は
お

茶
に
す
る
。

【
運
動
編
】

☆
ス
ー
パ
ー
（
ま
た
は
会
社
）
で
は

必
ず
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
使
う
。

→

上
り
だ
け
で
も
階
段
を
使
う
こ

と
に
す
る
。

☆
犬
の
散
歩
は
夫
（
ま
た
は
妻
、
子

供
）
の
役
目
。

→

週
に
何
回
か
は
犬
と
散
歩
に
行

く
。

は
じ
め
は
簡
単
な
こ
と
か
ら

今
年
の
基
本
健
診
の
結
果
は
い
か
が

で
し
た
か
？

「
ま
た
、
体
重
が
増
え
ち
ゃ
っ
て
。
増

や
す
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
減
ら
す
の
は

…
…
ね
（
笑
）」

「
去
年
よ
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
下
が

っ
て
う
れ
し
い
！
　
頑
張
っ
た
か
い
が

あ
っ
た
わ
ぁ
」

「
初
め
て
受
け
て
み
た
け
ど
、
意
外
に

血
糖
値
が
高
く
て
び
っ
く
り
し
た
よ
」

な
ど
な
ど
、
今
年
の
結
果
説
明
会
で
も

い
ろ
い
ろ
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
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☆
買
い
物
は
車
で
行
き
、
な
る
べ
く

入
り
口
に
近
い
駐
車
場
に
止
め

る
。

→

買
い
物
の
二
回
に
一
回
は
な
る

べ
く
遠
く
の
駐
車
場
に
止
め

て
、
歩
く
よ
う
に
す
る
。

☆
夕
食
後
は
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ゴ

ロ
ゴ
ロ
。

→

週
に
何
回
か
は
二
十
分
外
を
歩

く
（
注：
夜
間
は
光
る
も
の
な

ど
を
必
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
）。

習
慣
と
い
う
も
の
は
厄
介
な
も
の

で
す
が
、
こ
れ
は
あ
な
た
自
身
が
少

し
ず
つ
意
識
し
て
変
え
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

何
事
も
失
敗
は
つ
き
も
の
で
す
。

三
日
坊
主
に
な
っ
て
も
気
を
取
り
直

し
て
ま
た
再
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
ば
よ

い
の
で
す
。

さ
ぁ
、
あ
な
た
は
ま
ず
何
か
ら
取

り
組
み
ま
す
か
？

来
年
の
基
本
健
診
で
い
ろ
い
ろ
な

成
果
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

失
敗
し
て
も
再
ス
タ
ー
ト

対　象　　市内在住の新婚夫婦、これから家庭を築こうとするカップル、料理に挑戦したい若
いカップル　20組�

内　容　　●講　義　身体にやさしい食事とは……！�
　　　　　　　　　　新しい家族を迎えるための食事とは……！�
　　　　　●調理実習　二人で作るお手軽メニュー�
　　　　　●持ち物　エプロン、三角巾�
参加費　　無　料�
申込先・方法　参加希望者は、山県市役所健康課まで、電話・ファクス・Eメールのどれかで、�
　　　　　　　住所、氏名、電話番号をお知らせください。�
　　　　　　　　22・6839　　22・2117　E-mail　kenko@city.yamagata.gifu.jp�
申込期限　　11月17日（水）�
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朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な

り
ま
し
た
。
四
季
の
中
で

一
番
過
ご
し
や
す
い
の
が

春
と
秋
な
ん
で
す
が
、
そ

ん
な
日
ば
か
り
が
続
い
て

は
く
れ
な
い
も
の
で
す
ね
。

寒
く
な
る
と
ど
う
し
て
も

「
外
に
出
か
け
た
く
な
い

な
」
と
考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
散
歩
な
ど
の
適

度
な
運
動
は
体
力
や
身
体

機
能
の
維
持
、
気
分
転

換
、
食
欲
増
進
な
ど
多
く

の
プ
ラ
ス
作
用
を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

も
ぜ
ひ
続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
高
齢
者
に
な
る
と
、
義

歯
の
方
や
食
物
の
飲
み
込
み
の
悪
い

方
が
増
え
て
き
ま
す
が
、
食
事
に
つ

い
て
も
運
動
と
同
様
に
個
人
に
あ
わ

せ
た
食
事
形
態
や
食
べ
や
す
い
工
夫

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
誤
嚥え

ん

か
ら

く
る
肺
炎
な
ど
の
予
防
の
た
め
に
も

こ
れ
ら
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
、
今
月
の
介
護
者
の
集
い
で
は
お

年
寄
り
の
介
護
を
し
て
み
え
る
方
を

対
象
と
し
て
、
食
事
の
形
態
や
工
夫

を
中
心
と
し
た
簡
単
に
で
き
て
日
々

の
生
活
に
役
立
つ
快
適
介
護
食
に
つ

い
て
勉
強
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

十
一
月
十
七
日
（水）

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

▼
場
所

椿
野
苑

▼
講
師

在
宅
介
護
食
メ
ー
カ
ー
担

当
栄
養
士
等

▼
参
加
人
員

十
六
名
（
事
前
申
し

込
み
必
要
）

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
先

椿
野
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

22
・
6
0
0
3

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
申
し
込
み
時

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
ろ
そ
ろ
紅
葉
の
便
り
も
届
き
始
め
、

す
が
す
が
し
い
秋
の
空
気
を
吸
い
込
み
、

ち
ょ
っ
と
一
息
し
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
も
、
肩
の

力
を
抜
き
、
気
分
転
換
を
す
る
こ
と
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

●
最
近
、
悩
み
事
が
あ
っ
て
な
か
な
か

寝
付
け
な
い
。
眠
っ
て
も
す
ぐ
目
が

覚
め
て
し
ま
い
疲
れ
が
と
れ
な
い
。

朝
は
特
に
辛
く
、
仕
事
や
学
校
に
も

行
く
気
が
し
な
い
。

●
誰
も
い
な
い
の
に
、
独
り
言
を
い
い

続
け
た
り
、
生
活
が
乱
れ
て
き
た
。

●
昼
間
か
ら
、
お
酒
を
飲
み
、
や
め
よ

う
と
思
っ
て
も
や
め
ら
れ
な
い
。

●
子
ど
も
が
ひ
き
こ
も
っ
て

部
屋
か
ら
出
て
こ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

●
精
神
の
病
気
の
た
め
、
就

職
先
が
見
つ
か
ら
な
い
。

●
精
神
障
害
の
た
め
家
事
が

う
ま
く
で
き
ず
、
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

●
薬
物
は
ダ
メ
だ
と
わ
か
っ

て
い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
。

●
精
神
科
の
通
院
医
療
費
を

助
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

●
精
神
科
へ
の
通
院
が
中
断
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
が
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
て
も
、

な
か
な
か
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
な

い
ま
ま
、
さ
ら
に
悩
み
が
深
ま
っ
て
い

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
に

は
、
思
い
切
っ
て
相
談
を
し
て
み
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

山
県
市
で
は
随
時
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
ほ
か
、
毎
月
一
回
、
精
神
科
医

師
に
よ
る
心
の
相
談
も
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

▼
相
談
窓
口

山
県
市
役
所
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

岐
阜
地
域
保
健
所

本
巣
・
山
県
セ
ン
タ
ー

0
5
8
・
2
6
4
・
1
1
1
1

岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

0
5
8
・
2
7
3
・
1
1
1
1

●山県市在宅介護支援センター　　22・6838

●山県市社協在宅介護支援センター 52・2800

●椿野苑在宅介護支援センター　　22・6003

●桜美寮在宅介護支援センター　　36・2013

在宅介護支援センター

ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う

「精神障害者のための身元保証と
権利擁護について」

～親亡き後の権利や処遇を守るため、成年
後見制度や権利擁護制度を考える～
講師 NPO法人きずなの会

岐阜支局長　住　昇　氏
日時 11月12日（金） 午後2時～4時
場所 山県市保健福祉ふれあいセンター

3階　ボランティアルーム
主催 岐阜地域保健所本巣・山県センター
申込方法

11月10日（水）までに社会福祉課（
22・6837）へ申し込みください。

「
こ
れ
っ
て
便
利
、

快
適
介
護
食
生
活
！
」
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日　　時

11月9日（火）
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

英語で遊ぼう

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

11月12日（金）
午前10時～

会　　場

伊自良老人福祉
センター

内　　容

おやつ作り

11月25日（木）
午前10時～

美山構造改善セ
ンター

おいしい
食事作り

11月19日（金）
午前10時～

伊自良老人福祉
センター

英語で遊ぼう

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

11月10日（水）
午前10時～

会　　場

岐阜市畜産セン
ター

内　　容

秋見つけ（遠足）

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

日　　時

11月10日（水）
午前10時～

会　　場

岐阜市畜産セン
ター

内　　容

秋見つけ（遠足）

11月17日（水）
午前10時～

高富中央公民館 手遊び＆指遊び
11月24日（水）
午前10時～

高富中央公民館 英語で遊ぼう

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者対象

問い合わせ先 山県市教育委員会　社会教育課　　36・3304問い合わせ先

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　11月06日（土） 午前9時30分～
日時　11月19日（金） 午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55・2608

会場　伊自良図書館　
日時　11月06日（土） 午後2時～
日時　11月13日（土） 午後2時～
日時　11月20日（土） 午後2時～
日時　11月27日（土） 午後2時～　
問い合わせ先　伊自良図書館　　36・3339

会場　高富中央公民館図書室
日時　11月27日（土） 午後1時～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22・3351

会場
日時

会場
日時

問い合わせ先

会場
日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

お話しピーチク読み聞かせ

わくわくランド

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 0～6歳児の保護者※託児あります
◆日　時 11月18日（木） 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「自立心を育てる」

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22・4569（代表：野沢）

11月の家庭教育講座

問い合わせ先

子育てママの学びと交流を目的として、

子育て教室などが開催されます。

みんなで楽しく子育てしましょう。

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。
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か
ら
保
安
器
ま
で
の
引
込
み
、
ケ
ー

ブ
ル
モ
デ
ム
の
設
置
、
保
安
器
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム
ま
で
の
引
込
み
ま

で
行
い
ま
す
。
宅
内
配
線
イ
メ
ー
ジ

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q

タ
ッ
プ
オ
フ
か
ら
保
安
器
ま
で
の

距
離
は
何
　
ま
で
な
の
で
す
か
。

A

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q

保
安
器
は
ど
こ
に
つ
け
る
の
で
す

か
。

A

軒
下
の
壁
面
が
一
般
的
で
す
が
、

加
入
者
の
方
と
市
の
請
負
業
者
で
相

談
し
て
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q

宅
内
工
事
は
必
要
で
す
か
。

A

ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視
聴
す
る
だ
け

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
配
線
及
び
機
器

を
変
更
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

た
め
に
は
、
配
線
は
5
C
2
V
以
上

の
規
格
の
も
の
に
、
分
配
器
は
デ
ジ

タ
ル
対
応
の
も
の
に
変
更
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q

宅
内
配
線
工
事
は
や
っ
て
も
ら
え

る
の
で
す
か
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
配
線
は
ど
う
で
す
か
。

A

テ
レ
ビ
の
宅
内
配
線
及
び
ケ
ー
ブ

ル
モ
デ
ム
と
電
話
機
、
パ
ソ
コ
ン
と

の
接
続
に
つ
い
て
は
、
加
入
者
の
方

Q

引
込
み
工
事
は
い
つ
に
な
り
ま
す

か
。
加
入
を
申
し
込
ん
だ
順
に
や
っ

て
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

A

引
込
み
工
事
は
平
成
17
年
4
月
末

ご
ろ
か
ら
行
い
ま
す
。
工
事
は
地
区

毎
に
あ
る
程
度
ま
と
め
て
行
う
た
め
、

加
入
の
お
申
込
み
順
に
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

Q

引
込
み
工
事
は
ど
こ
ま
で
や
っ
て

も
ら
え
る
の
で
す
か
。

A

保
安
器
の
取
付
け
、
タ
ッ
プ
オ
フ

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q

宅
内
工
事
は
誰
が
や
る
の
で
す

か
。

A

市
内
の
業
者
に
直
接
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
市
外
の
業
者
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
な
お
、
料
金
設
定
や
工
事

概
要
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
電
器
商
業

組
合
山
県
支
部
員
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Q

母
屋
の
保
安
器
か
ら
離
れ
へ
分
岐

す
る
場
合
、
距
離
は
何
　
ま
で
い
い

の
で
す
か
。

A

同
一
敷
地
内
に
あ
る
通
常
の
離
れ

な
ら
、
何
　
と
い
う
制
限
は
設
け
て

い
ま
せ
ん
。

Q

市
は
ど
こ
ま
で
保
守
を
し
て
く
れ

ま
す
か
。

A

引
込
み
線
か
ら
保
安
器
ま
で
で

す
。

情報政策課  　22・6826　有線テレビ局  　22・6100

今
月
は
「
引
込
み
工
事
」「
宅
内
配

線
工
事
」
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー

ト
ル

加入促進期限は平成16年12月28日（火）です

期限内にお申込みいただくと、上図の青線の部分を市が負
担します。
市役所3階情報政策課、伊自良支所、美山支所、西武芸出

張所、有線テレビ局のいずれかにお申込みください。加入申
込書も用意してあります。

メ
ー
ト
ル
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市内在住、在勤のかた
10組程度　※応募多数の場合は予選会を開催するなどの調整をさせていただきます。
山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会事務局（山県市役所総合企画課）へファックスかEメール
にて、住所・氏名・年齢・電話番号・曲目・参加人数・「花の歌」と明記のうえ、申し込みくだ
さい。また、お電話での応募も受け付けます。（開庁時に限る。）
11月25日（木）

山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会事務局　TEL／22-6824 FAX／22-6851

E-メール　kikaku@city.yamagata.gifu.jp

花の都ぎふ運動15周年記念として開催される「花フェスタ2005ぎふ」（平成17年3月1日
～6月12日）において、3月24日（木）と25日（金）の2日間にわたり、市町村イベント「山
県市の日」を開催します。そのなかで、「花の歌フェスタ」を開催し、このイベントを盛り
上げたいと思います。
“プリンセスホール雅”であなたの歌声を披露してみませんか。

■出場形態 ソロ、グループ、コーラス隊等
歌のジャンルは問わない。ただし、必ず「花にまつわる歌」を選曲する。
※花にまつわる歌…タイトルまたは歌詞に「花」ということばか、花の名を含んでいる歌のこと。

■伴奏形態 カラオケ、ギター弾き語り等

☆「山県市の日」の優勝者（1組）は平成17年6月に開催される決勝大会へ出場していただきます。

応募資格

募集組数

応募方法

応募期限

応募・問い合わせ先

＝募 集 要 領＝

期日 平成17年 3月25日（金） 場所
花フェスタ記念公園内
プリンセスホール雅（可児市瀬田）
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山
県
市
観
光
協
会
で
は
、
山
県
市
な

ら
で
は
の
土
産
品
を
推
奨
土
産
品
と
し

て
認
定
し
広
く
P
R
し
た
り
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
お
い
て
販
売
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
協
会
会
員
で
山
県
市
な
ら
で
は

の
食
品
、
民
芸
品
、
工
芸
品
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
推
奨
土
産
品
の
認
定

希
望
の
方
は
、
市
役
所
産
業
振
興
課
に

あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
左
記
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
産
業
振
興
課

22
・
6
8
3
0

教
育
期
間
中
に
高
校
卒
業
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
者
で
、
十
七
歳
未
満
の
男
性

▼
募
集
締
切

平
成
十
七
年
一
月
十
一

日
（火）

▼
試
験
日

平
成
十
七
年
一
月
十
五
日

（土）
▼
試
験
科
目

国
語
、
数
学
、
理
科
、

社
会
、
英
語

▼
給
与

十
五
万
二
千
三
百
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

0
5
8
・
2
6
2
・
1
8
1
8

古
田
紹
欽
記
念
館
一
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
紹
欽
茶
会
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
と
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
日

十
一
月
三
日
（祝）

▼
場
所

文
化
の
里
　
古
田
紹
欽
記
念

館
▼
入
館
料

無
料

■
紹
欽
茶
会
（
野
点
）
当
日
参
加
自
由

▼
時
間

午
前
十
一
時
〜
午
後
三
時

三
十
分

お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
ま
す
。

▼
呈
茶
券

一
服
　
四
百
円
（
菓
子

付
）

■
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
講
演

（
事
前
申
し
込
み
必
要
。
た
だ
し
、
当

日
席
に
空
き
が
あ
る
場
合
入
場
可
）

▼
時
間

午
後
一
時
〜

▼
参
加
費

千
円
（
紹
欽
茶
会
の
呈

茶
券
付
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

文
化
の
里
　
古
田
紹
欽
記
念
館

36
・
1
0
2
3

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
十
一
月
九
日

〜
十
五
日
）
の
一
環
と
し
て
、
市
内
小

学
生
か
ら
募
集
し
た
火
災
予
防
ポ
ス
タ

ー
を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

ス
ー
パ
ー
マ
ル
キ
高
富
店

▼
期
間

十
一
月
九
日
（火）
〜
三
十
日
（火）

▼
作
品
数

二
十
一
点

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
消
防
本
部

22
・
0
1
1
9

山
県
市
内
の
森
林
組
合
は
、
来
年
四

月
一
日
の
岐
阜
市
森
林
組
合
と
の
「
岐

阜
中
央
森
林
組
合
」
発
足
に
向
け
、
組

合
員
の
賛
同
を
い
た
だ
き
た
く
次
の
と

お
り
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

十
一
月
二
十
五
日
（木）

午
後
一
時
三
十
分
〜

▼
開
催
場
所

高
富
町
森
林
組
合
は
、
高
冨
中
央
公

民
館

美
山
町
森
林
組
合
は
、
美
山
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
富
町
森
林
組
合
（
山
県
市
役
所
農

林
水
産
課
内
）

22
・
6
8
2
9

美
山
町
森
林
組
合
（
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
内
）

55
・
3
1
2
8

古
田
紹
欽
記
念
館

一
周
年
記
念
事
業

山
県
市
観
光
協
会
推
奨

土
産
品
出
品
募
集

森
林
組
合
広
域
合
併
に
伴
う
臨

時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

自
衛
隊
生
徒
募
集

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
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成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ

一
般
求
職
者
と
企
業
と
の
面
接
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

仕
事
を
お
探
し
の
方
は
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
五
日
（木）

午
後
二
時
〜
四
時
三
十
分
（
受
付
開

始
　
午
後
一
時
三
十
分
）

▼
場
所

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
「
催

し
広
場
」（
岐
阜
市
金
町
）

▼
対
象
者

再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

（
来
春
卒
業
見
込
者
を
除
く
）

▼
参
加
企
業

岐
阜
、
西
濃
、
中
濃
各

地
域
の
企
業
七
十
社
（
予
定
）

▼
主
催

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜
・
大

垣
・
関
、
（社）
岐
阜
県
経
営
者
協
会
地

域
求
職
活
動
援
助
事
業
推
進
室

※
午
後
一
時
か
ら
一
時
四
十
分
ま
で

「
求
職
者
向
け
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
も
開
催
し
ま
す
の
で
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜
　
学
卒
係

0
5
8
・
2
4
7
・
9
8
9
2

「
障
害
っ
て
な
あ
に
？
」「
職
場
に

障
害
者
が
み
え
る
け
ど
何
を
手
伝
っ
た

ら
い
い
の
？
」「
自
分
も
何
か
ボ
ラ
ン

テ
ア
を
し
て
み
た
い
！
」。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
方
は
、
障

害
者
と
の
活
動
体
験
を
含
む
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

①
十
一
月
十
七
日
（水）

精
神
障
害
者
福
祉
工
場
「
せ
い
す

い
」
石
谷
工
場
（
岐
阜
市
石
谷
）

②
十
二
月
五
日
（日）

岐
阜
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
　
2

階
（
岐
阜
市
都
通
）

両
日
と
も
午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

（
一
日
の
み
の
参
加
も
可
）

▼
対
象
者

障
害
者
の
社
会
参
加
に
理

解
の
あ
る
十
八
歳
以
上
の
方

▼
定
員

十
人

▼
内
容

精
神
障
害
の
講
義
と
精
神
障

害
者
福
祉
工
場
見
学
、
作
業
体
験

▼
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
料
と
し
て
三
百
円
必
要
）

▼
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に

て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
5
0
0
―
8
8
7
6

岐
阜
市
日
ノ
出
町
2
―
5
―
2

ハ

ヤ
シ
ビ
ル
2
階
　
岐
阜
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

・
　
0
5
8
・
2
6
6
・
4
7
5
7

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六

十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
を
対
象
に

平
成
十
七
年
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。

▼
開
催
日

平
成
十
七
年
一
月
九
日
（日）

▼
開
催
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
開
催
時
間

午
前
九
時
三
十
分
受
付

開
始

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

※
学
業
お
よ
び
就
職
等
の
都
合
に
よ
り

市
外
へ
住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
方

で
、
山
県
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
社
会
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

に
よ
っ
て
、
絵
本
の
世
界
に
入
り
込

み
、
主
人
公
と
共
に
喜
怒
哀
楽
を
感

じ
、
動
か
な
い
絵
を
前
に
し
て
い
ろ
い

ろ
な
創
造
を
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ

た
受
け
身
だ
け
で
楽
し
め
る
も
の
が
あ

ふ
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
お

母
さ
ん
や
親
し
い
人
の
声
で
絵
本
を
読

ん
で
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も

の
心
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

愛
情
を
受
け
て
い
る
と
い
う
安
心
感
を

与
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

保
護
者
の
方
が
読
み
聞
か
せ
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
本
の
読

み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

第
一
回
　
十
一
月
十
八
日
（木）

午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

（
二
回
目
以
降
は
、
毎
月
第
三
木
曜

日
を
予
定
）

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館
　
和
室

▼
対
象

市
内
の
0
〜
二
歳
児
親
子

▼
問
い
合
わ
せ

高
富
中
央
公
民
館

22
・
3
3
5
1

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
菓
子

ま
き
、
掘
り
出
し
物
不
用
品
バ
ザ
ー
な

ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
七
日
（日）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

あ
し
た
の
会
　
自
然
の
家

（
大
桑
椿
野
地
区
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
あ
し
た
の
会

27
・
0
0
3
0

あ
し
た
の
会
　
自
然
の
家
感
謝
祭

〜
地
域
と
自
然
に
感
謝
〜

働
く
障
害
者
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

『
め
ざ
せ
再
就
職
』

合
同
面
接
会
の
開
催

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
「
い
な

い
　
い
な
い
　
ば
ぁ
」
開
催

FAX
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夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職

場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
関
わ
る
人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
面
接
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▼
相
談
日
時

十
一
月
二
十
一
日
（日）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

▼
電
話
番
号
・
場
所
等

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

0
5
8
・
2
4
0
・
5
5
8
0

岐
阜
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

（
岐
阜
市
金
竜
町
）

▼
相
談
担
当
者

岐
阜
県
内
の
人
権
擁

護
委
員

※
詳
し
く
は
、
岐
阜
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
ま
た
は
岐
阜
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
事
務
局
（

0
5
8
・
2

4
5
・
3
1
8
1
）
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

十
月
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ

ー
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の
健
康

上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
各
種
犯
罪
の

誘
因
な
ど
計
り
知
れ
な
い
危
害
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
危
害
の
認
識
を
高

め
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

山
県
市
役
所
　
環
境
衛
生
課

22
・
6
8
2
8

岐
阜
県
で
は
若
者
が
雇
用
関
連
サ
ー

ビ
ス
を
一
か
所
で
ま
と
め
て
受
け
ら
れ

る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ

ー
」（
愛
称：

ジ
ャ
ン
チ
ャ
レ
）
を
開

設
し
ま
し
た
。
若
者
向
け
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
も
併
設
し
、
仕
事
探
し
を
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容

職
業
相
談
、
職
業

紹
介
、
就
職
・
求
人
情
報
の
提
供
、

履
歴
書
の
書
き
方
と
添
削
、
面
接
指

導
（
模
擬
面
接
の
実
施
）

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー

の
乱
用
を
な
く
そ
う
！

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内

06日（土） 10：00～　ディアボロ（中国ゴマ他）
【持ち物】お茶・タオル

07日（日） 09：00～　社協まつり－会場：美山中央公
民館－プラバン・ヘリコプターを作ります
定員100人

13日（土） 09：15～　香り会館でクリスマスのリース作り
定員20人【持ち物】材料費1,000円・お
茶・ハンカチ

20日（土） 09：15～　押し花遊び
定員10人【持ち物】お茶・ハンカチ

27日（土） 10：30～　アレンジフラワー
定員10人【持ち物】花代500円・お茶・ハ
ンカチ・はさみ

06日（土） 10：00～　一輪車で遊ぼう
【持ち物】お茶

07日（日） 09：00～　社協まつり－会場：美山中央公
民館－プラバン・ヘリコプターを作ります
定員100人

13日（土） 09：15～　香り会館でクリスマスのリース作り
定員20人
【持ち物】材料費1,000円・お茶・ハンカチ

20日（土） 09：00～　切り絵
定員10人【持ち物】色紙1枚

27日（土） 10：00～　アレンジフラワー
定員10人【持ち物】花代500円・花器（マ
グカップなど）・はさみ

★毎週水曜日（15：00～16：00）珠算クラブ開催中
※児童館では11月中、これまでの行事に参加された皆
さんの写真を掲示しています。写真の購入を希望さ
れる方は、児童館に申し込んでください。

高 富 児 童 館　　　22・4750 子どもげんきはうす　　　23・2323

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
相
談
日
開
設
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「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
提

出
に
つ
い
て

▼
開
設
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
日
曜
、
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
場
所

岐
阜
県
シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎

二
階
（
岐
阜
市
薮
田
南
　
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
東
隣
）

▼
相
談
予
約
専
用
ダ
イ
ア
ル

0
1
2
0
・
8
9
・
1
1
4
9

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

0
5
8
・
2
7
8
・
1
1
4
9

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
お
よ
び
共
済

組
合
な
ど
の
老
齢
年
金
や
退
職
年
金

は
、
所
得
税
法
に
よ
り
「
雑
所
得
」
と

し
て
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
障

害
・
遺
族
に
関
す
る
年
金
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
）。

年
金
に
か
か
る
税
金
は
、
年
金
を
支

払
う
際
に
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

所
得
税
の
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
社
会
保
険
庁
は
、
所

得
税
の
各
種
控
除
を
行
う
た
め
に
、
毎

年
十
一
月
上
旬
に
「
公
的
年
金
等
の
受

給
者
の
扶
養
等
申
告
書
（
は
が
き
）」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
届
い
た
ら
、

十
二
月
上
旬
の
提
出
期
限
ま
で
に
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
提
出
さ
れ
な
い
と
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
り
ま
す
）。

※
前
年
の
申
告
内
容
に
変
更
の
な
い
方

も
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
北
社
会
保
険
事
務
所

0
5
8
・
2
9
4
・
6
3
6
3

消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平

成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一．

事
業
者
免
税
点
の
引
き
下
げ

事
業
者
が
消
費
税
の
納
税
を
免
除

さ
れ
る
、年
間
課
税
売
上
高
の
適
用
上

限
が
千
万
円
以
下（
改
正
前
三
千
万

円
以
下
）に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二．

簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引

き
下
げ

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
課
税
期
間
の
基
準
期
間
に

お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限
が
五
千

万
円
（
改
正
前
2
億
円
）
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
北
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門
・

法
人
課
税
部
門

0
5
8
・
2
6
2
・
6
1
3
1

今年7月、岐阜市の中心部　柳ケ瀬に「旅
券センター柳ケ瀬旅券プラザ」がオープンし
ました。
取扱時間は午前11時から午後7時までで

す。昼休み、仕事帰りや買い物のついでにパ
スポートの手続きをすることができます。
海外旅行を計画されている方はぜひご利用

ください。

■場所
岐阜市柳ケ瀬通1丁目12番地
岐阜中日ビル（旧岐阜近鉄百貨店）2階
■取扱時間
月～金曜日・日曜日　11時～19時
（日曜は交付のみ。土曜・祝日はお休み）
■問い合わせ先
岐阜県旅券センター柳ケ瀬旅券プラザ

058・266・7101

総合体育館　　22・6622

【清掃休館日　11月22日（月）】

3日（祝） 山県市空手道大会

7日（日） 富岡体育振興会やまがたバレー大会

14日（日） 岐阜県ジュニアバドミントン大会

21日（日） 岐阜県高校新人バレーボール大会

23日（祝） ふれあいソフトバレーボール交流会

28日（日） 岐阜地区家庭婦人

バレーボール大会

11月の総合体育館スポーツイベント

消
費
税
法
の
改
正
に
つ
い
て



犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
て
困
っ
て
い
る

方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
が
今
年
六

月
、
岐
阜
に
誕
生
し
ま
し
た
。

あ
る
日
突
然
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の

被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
々
は
、

大
変
な
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

被
害
は
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
被
害
に
遭

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
精
神
的
シ
ョ
ッ

ク
や
医
療
費
の
負
担
、
失
職
、
転
職
な

ど
に
よ
る
経
済
的
負
担
な
ど
、
さ
ら
に

多
く
の
悩
み
が
被
害
者
を
苦
し
め
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
々
を
支
援
し
た
い
と

発
足
し
た
の
が
「
ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

現
在
週
二
回
の
電
話
相
談
と
メ
ー
ル

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
研
修
を

受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
が
、
精

神
科
医
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど

の
指
導
の
も
と
、
被
害
者
の
お
話
を
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
一

度
ご
相
談
さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。
相

談
無
料
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
電
話
相
談

毎
週
火
・
木
曜
日
　
午

後
一
時
〜
午
後
四
時（
祝
日
は
除
く
）

0
5
8
・
2
6
8
・
8
7
0
0

▼
メ
ー
ル
相
談

随
時
受
付

ア
ド
レ
スgvsc@

s7.dion.ne.jp

〜
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別
指
名
手
配

犯
人
の
検
挙
に
ご
協
力
を
！
〜

指
名
手
配
犯
人
の
発
見
の
各
種
捜
査

活
動
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。

指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た
人
物
を

見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
ど
ん
な

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

警
察
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
警
察
署

22
・
0
1
1
0
（
1
1
0
番
）
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この運動は、火災が発生しやすくなる冬の季節
を迎えるにあたり、市民の皆さん一人ひとりに、
防火・防災に関する正しい知識や行動を再認識し
ていただくことにより、火災の発生を防止し尊い
命と財産を守ることを目的としています。

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント
3つの習慣
①寝たばこは、絶対にやめる
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用する
③ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火
を消す

4つの対策
①逃げ遅れを防ぐために住宅用火災報知器を設
置する

②寝具や衣類から火災を防ぐために、防炎製品
を使用する

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器を設置する

④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる

火事・救急・救助は　落ち着いて119番
山県市消防本部

11月9日は「119番の日」です。今日では、
緊急電話の代名詞となっている「119番」が
誕生したのは、昭和2年10月1日です。それ
までは「112番」が緊急電話番号として使わ
れていましたが、ダイヤル方式に不慣れで誤
接続が多いために、地域番号（局番の第1数
字＝下1桁）として使われていない「119番」
が緊急電話番号に指定されました。

秋の全国火災予防運動
11月9日（火）～15日（月）

秋の全国火災予防運動
11月9日（火）～15日（月）

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

指
名
手
配
犯
人
発
見
・

通
報
の
お
願
い

菊地直子　32歳
身長159cm

高橋克也　46歳
身長173cm

平田信　39歳
身長183cm

豆　知　識
3つの習慣

4つの対策
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

応援します�

31，409人（－ 2）

男 15，376人（－ 2）

女 16，033人（－ 0）

世帯数 9，819戸（＋ 6）

前月比

9月届出分

人口の動き（平成16年10月1日現在）

カン・白
色トレイ

12日

8日

15日

17日

10日

19日

17日

22日

5日
（12月3日）

4日
（12月2日）

3日
（12月1日）

2日

25日

27日

26日

24日

26日

びん・ペッ
トボトル

18日

23日

20日

13日

20日

16日

6日

9日

11日

9日

不燃ごみ
粗大ごみ

22日

24日

17日

18日

10日
11日

15日
16日

25日

8日

9日

29日
30日

2日
（12月2日）

1日
（12月1日）

2日
（12月2日）

4日
（12月3日）

5日

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

高　富

高　木

大　桑

原

谷　合

高　富

高　木

梅　原

伊佐美

大　桑

平　井

洞　田

相　戸

高　富

東深瀬

梅　原

伊佐美

掛

松　尾

原

谷　合

田　栗

富　永

岩　佐

中　洞
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000-1
企画部総合企画課

0581・22・6824
0581・22・6851

平成16年11月1日発行
http://www.city.yamagata.gifu.jp/
info@city.yamagata.gifu.jp
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▼
自
分
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
そ
ろ
そ
ろ
寿
命

の
よ
う
で
す
。
▼
一
番
下
の
子
の
保
育
園
最

後
の
運
動
会
を
撮
影
し
て
い
た
ら
、
画
面
が

時
々
乱
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
▼
十
年

近
く
前
の
ア
ナ
ロ
グ
式
で
、
周
り
の
人
の
よ

り
二
回
り
ぐ
ら
い
大
き
い
も
の
。
▼
た
だ
上

の
子
で
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
保
育
園
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
は
終
わ
っ
た
し
、
小
学
生
に
な

る
と
ほ
と
ん
ど
撮
ら
な
い
し
で
、
修
理
に
出

し
て
直
ら
な
か
っ
た
ら
、
買
い
換
え
る
か
ど

う
か
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

（
O
N
）

▼
人
へ
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
正
確
に
伝

え
る
。
簡
単
そ
う
で
実
は
難
し
い
も
の
で
す
。

実
際
伝
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
も
、
相
手
の

思
い
こ
み
な
ど
で
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
▼
N
H
K
の
「
週
刊

こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
」
の
お
父
さ
ん
役
池
上
彰

さ
ん
の
講
演
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
相
手
が

子
ど
も
と
あ
っ
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
の
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

「
広
報
や
ま
が
た
」
も
市
政
な
ど
を
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。
工

夫
の
あ
る
紙
面
づ
く
り
に
心
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
T
）
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「
世
界
中
の
戦
争
が
な
く
な
っ

て
ほ
し
い
」

そ
う
語
る
長
谷
部
鷹
子
さ
ん

（
富
永
）。
長
谷
部
さ
ん
は
、
一
九

二
一
（
大
正
十
）
年
、
西
深
瀬
生

ま
れ
の
八
十
三
歳
。
一
九
三
七

（
昭
和
十
二
）
年
十
二
月
、
家
庭

教
育
の
中
で
「
国
の
た
め
に
尽
く

す
人
間
に
な
れ
」
と
の
言
葉
か
ら

日
赤
甲
種
救
護
看
護
婦
養
成
学
校

に
入
学
し
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十

五
）
年
十
二
月
に
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
岐
阜
陸
軍
病
院
、
中

国
山
西
省
臨
汾
り
ん
ぷ
ん

陸
軍
病
院
に
召
集

後
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年

十
月
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）

メ
イ
ミ
ョ
ウ
一
二
一
兵へ

い

站た
ん

病
院
に

救
護
班
と
し
て
戦
地
最
前
線
の
病

院
で
勤
務
。

し
か
し
、
戦
況
悪
化
で
一
九
四

五
（
昭
和
二
十
）
年
二
月
メ
イ
ミ

ョ
ウ
か
ら
退
却
し
、
同
年
五
月
に

は
飢
え
と
病
、
そ
し
て
疲
労
に
耐

え
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
国
へ

約
二
千
m
級
の
山
々
を
幾
度
も
越

え
大
行
軍
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
行
軍
の
途
中
で
は
、
行
き

倒
れ
に
な
っ
た
多
く
の
兵
隊
さ
ん

が
水
を
求
め
ら
れ
て
い
て
、
私
た

ち
は
水
筒
の
水
を
キ
ャ
ッ
プ
に
少

し
ず
つ
飲
ま
せ
、『
元
気
に
な
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
よ
』
と
言
っ
て

そ
の
場
を
去
っ
た
の
で
す
が
果
た

し
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
生
き
残
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
本
当
に
こ
の
二

か
月
の
行
軍
は
苦
し
か
っ
た
」。

帰
国
後
、
富
永
に
嫁
ぎ
小
中
学

校
の
養
護
教
諭
を
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。「
帰
国
後
、
戦
争
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

国
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
わ
い
て
き
ま
し
た
」。

退
職
後
、
全
国
元
日
赤
従
軍
看

護
婦
の
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
て
結
成
し
、
平
和
を
訴
え
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
慰
霊
な
ど
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
十
度
、
中
国
へ
四
度

訪
問
さ
れ
、
草
の
根
の
交
流
活
動

を
行
っ
て
き
て
い
る
長
谷
部
さ
ん
。

「
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
、
そ
し
て
世
界
中
で

戦
争
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
、
こ

れ
が
私
の
切
な
る
願
い
で
す
」。

戦
争
の
な
い
世
界
に
な
る
よ
う
に

FAX


